
を
把
握
し
て
小
学
校
入
学
を
円
滑
に

行
う
こ
と
を
目
的
に
公
立
幼
稚
園
に

通
園
し
て
い
な
い
幼
児
を
対
象
に
次

の
日
程
で
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

※
浦
添
市
立
の
公
立
幼
稚
園
に
通
園

し
て
い
る
園
児
は
各
幼
稚
園
で
の
実

施
と
な
り
ま
す
の
で
、日
程
は
後
日
各

園
か
ら
案
内
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

10
月
20
日
（
木
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時（
小
学
校
区
域
に
よ
っ
て
案

内
時
間
が
変
わ
り
ま
す
）

場
所　

浦
添
市
民
体
育
館

対
象　

平
成
17
年
４
月
２
日
〜
平
成

18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
子
で
次
の

い
ず
れ
か
の
場
合
で
す
。

①
公
立
・
私
立
の
保
育
園
に
通
園

②
私
立
幼
稚
園
に
通
園

③
家
庭
保
育

　

詳
し
い
案
内
は
10
月
上
旬
に
通
知

書
・
就
学
時
健
康
診
断
票
を
ご
自
宅

に
送
付
し
ま
す
。

日
時　

９
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
〜

午
後
６
時

場
所　

浦
添
市
消
防
本
部
２
階
講
堂

内
容　

成
人
・
小
児
・
乳
児
に
行
う

心
肺
蘇
生
法（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）、そ
の
他

（
外
傷
等
の
処
置
・
止
血
法
・
異
物
除

去
法
・
患
者
搬
送
法
な
ど
）

定
員　

30
人（
浦
添
市
在
住
・
在
勤
の

方
優
先
に
し
ま
す
）

受
付
期
間　

９
月
１
日
（
木
）
〜
９
月

16
日（
金
）午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土

･
日
･
祝
日
を
除
く
）

　

法
務
局
が
行
っ
た
調
査
に
よ
る

と
、
住
所
が
分
か
ら
な
い（
戸
籍
附
票

に
住
所
の
記
載
が
な
い
）
１
０
０
歳

以
上
の
高
齢
者
が
沖
縄
県
全
体
で
１

万
１
０
０
０
人
余
り
存
在
す
る
こ
と

が
判
明
し
、本
市
に
お
い
て
は
、１
８

９
人
の
住
所
の
分
か
ら
な
い
1
0
0

歳
以
上
の
高
齢
者
の
戸
籍
が
存
在
す

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
戸
籍
が
存
在
し
て
い

る
大
き
な
理
由
は
、
親
族
な
ど
か
ら

提
出
さ
れ
る
べ
き
死
亡
届
等
が
未
提

出
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

親
族
な
ど
関
係
者
の
戸
籍
で
、
ま

だ
死
亡
届
等
を
提
出
し
て
い
な
い
方

が
い
ま
し
た
ら
、
早
急
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
は
次
の
各
事
案
に
応
じ
て
添

付
資
料
を
つ
け
て
市
民
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。　

１
死
亡
届

①
死
亡
診
断
書
や
外
国
の
身
分
登
録

機
関
で
登
録
さ
れ
た
死
亡
証
明
書
が

あ
る
場
合
は
、
当
該
証
明
書（
外
国
の

官
憲
が
作
成
し
た
証
明
書
に
つ
い
て

は
翻
訳
文
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

②
死
亡
診
断
書
等
が
な
い
場
合
は
、死

亡
診
断
書
等
に
代
わ
る
も
の
と
し
て

死
亡
し
た
方
の
遺
体
を
確
認
し
た
人

に
よ
る
死
亡
現
認
書（
誰
が
、い
つ
、ど

こ
で
、ど
の
よ
う
な
状
態
で
亡
く
な
っ

た
か
を
記
載
し
た
書
面
）や
葬
儀
に
参

列
し
た
方
の
参
列
証
明
書
、位
牌
が
あ

る
と
き
は
そ
の
写
真
な
ど
、死
亡
を
証

明
す
る
資
料
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

２
国
籍
喪
失
届

　

日
本
人
が
外
国
へ
渡
航
し
、自
己
の

希
望
で
外
国
の
国
籍
を
取
得
し
た
と

き
は
、外
国
の
国
籍
を
取
得
し
た
時
点

で
自
動
的
に
日
本
国
籍
を
喪
失
し
ま

す
。親
族
な
ど
で
該
当
者
が
い
ま
し
た

ら
、
外
国
国
籍
取
得
を
証
す
る
書
面

（
帰
化
証
明
書
等
）を
添
付
し
、国
籍
喪

失
届
を
日
本
大
使
館
等
に
提
出
す
る

よ
う
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
細
や
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、市
民
課
戸
籍
係
ま
た
は
那
覇
地
方

法
務
局
沖
縄
支
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

60
歳
に
な
る
と
、国
民
年
金
に
加
入

す
る
資
格
を
失
い
ま
す
。

　

し
か
し
、老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
る
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、60
歳
を
過
ぎ
て
も
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ
れ
を
「
高
齢
任
意
加
入
被
保
険

者
」と
い
い
ま
す
。

　

高
齢
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、日
本

国
内
に
住
所
が
あ
る
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
が
、65
歳
ま
で
の
間
で
任
意

に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま

た
、昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
に
つ
い
て
は
、70
歳
ま
で
の
間

で
年
金
を
受
け
ら
れ
る
受
給
資
格
期

間
を
満
た
す
ま
で
特
例
的
に
任
意
で

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。手
続
き

を
し
た
と
き
か
ら
加
入
す
る
こ
と
と

な
り
、保
険
料
を
納
め
な
い
と
資
格
を

失
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
加
入
期
間
確
認
な
ど
の

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、浦
添
年
金
事

務
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/que

stion/0100/0130/0141.htm
l

死
亡
届
・
国
籍
喪
失
届
が

未
提
出
と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

死
亡
届
・
国
籍
喪
失
届
が

未
提
出
と
な
っ
て
い
る
皆
さ
ま
へ

市
民
課　
戸
籍
係

　
☎
８
７
６―

１
２
３
４

 

（
内
線
３
０
６
３
・
３
０
６
４
）

那
覇
地
方
法
務
局 

沖
縄
支
局

　
☎
９
３
７―

３
２
７
８

教
育
委
員
会　
学
務
課

　
☎
８
７
６―

１
２
３
４

 　
　
　
　
（
内
線
６
５
１
２
）

市
民
相
談
・
法
律
相
談
・
行
政

相
談
・
人
権
相
談
窓
口
の
案
内

市
民
相
談
・
法
律
相
談
・
行
政

相
談
・
人
権
相
談
窓
口
の
案
内

浦
添
年
金
事
務
所

　
☎
８
７
７―

０
５
１
１

市
民
課 

国
民
年
金
係

　
☎
８
７
６―

１
２
３
４

（
内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６
）

市
民
相
談
・
消
費
生
活
相
談
室

　
☎
８
７
６―

１
２
３
４

　
　
　
　
　
（
内
線
７
３
１
１
）

浄
化
槽
の
日
に
つ
い
て

浄
化
槽
の
日
に
つ
い
て

環
境
保
全
課

　
☎
８
７
６―

１
２
３
４

　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
２
）

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

ご
存
知
で
す
か
？

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

場
所　

市
民
・
消
費
生
活
相
談
室

（
市
役
所
１
階
）

※
人
権
相
談
に
関
し
て
は
中
央
公
民

館
3
階
保
育
室
に
て
行
い
ま
す
。

■
市
民
相
談

月
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

内
容　

市
民
生
活
に
関
わ
る
市
民
の

一
般
相
談
お
よ
び
市
行
政
に
対
す
る

苦
情
や
意
見
、要
望
な
ど

■
法
律
相
談

毎
週
火
曜
日　

弁
護
士
相
談

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

毎
週
水
曜
日　

司
法
書
士
相
談

　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

毎
週
木
曜
日　

司
法
書
士
相
談

　

午
後
７
時
〜
９
時

内
容　

市
民
生
活
に
関
わ
る
諸
々
の

法
律
相
談（
要
予
約
）

■
行
政
相
談

毎
月
第
１
・
２
・
３
木
曜
日

　

午
後
２
時
〜
４
時

内
容　

行
政
機
関
等
の
業
務
に
関
す

る
相
談

■
消
費
生
活
相
談

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内
容　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

■
人
権
相
談

毎
月
第
２
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

内
容　

人
権
に
関
す
る
相
談

平
成
24
年
度
新
一
年
生

就
学
時
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ

平
成
24
年
度
新
一
年
生

就
学
時
健
康
診
断
の

お
知
ら
せ

消
防
本
部　
総
務
課　
救
急
救
助
係

　
☎
８
７
５―

０
１
０
５

上
級
救
命
講
習
会
の

お
知
ら
せ

「
も
の
よ
り
も 

確
か
な
備
え 

救
急
法
」

  

愛
す
る
命
を
守
り
た
い
！

　

10
月
１
日
は
浄
化
槽
の
日
で
す
。浄

化
槽
は
下
水
道
の
未
整
備
地
域
に
お

い
て
、
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ト
イ

レ
や
台
所
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
浄
化

す
る
環
境
保
全
上
重
要
な
設
備
で
す
。

　

浄
化
槽
が
正
し
く
機
能
す
る
に
は
、

定
期
的
な
清
掃
と
保
守
点
検
が
不
可

欠
で
す
。浄
化
槽
の
日
を
機
会
に
市
民

の
皆
さ
ま
に
は
、
浄
化
槽
の
適
正
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ト
イ
レ
以
外
の
雑
排
水
を
処

理
で
き
な
い
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら

合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換
を
す
る

場
合
、
次
の
条
件
に
該
当
す
る
方
に
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
下
水
道
の
整
備
が
見
込
ま
れ
な
い
区

域
お
よ
び
整
備
に
相
当
な
期
間
を
要

す
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
既
設

の
単
独
処
理
浄
化
槽
か
ら
10
人
槽
以

下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
転
換
す
る

場
合

　

詳
し
く
は
環
境
保
全
課
環
境
整
備

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
24
年
４
月
に
新
小
学
一
年
生

に
な
る
児
童
を
対
象
に
心
身
の
状
況

　カンキツグリーニング病は、世界的に重要なかんきつ（ミカン木）の病害で
す。ミカンキジラミが病気を移したり、病気の木からの取り木や接ぎ木によっ
て感染します。
　感染した木は治療ができないため、速やかに伐採処分することが病気のま
ん延を防ぐのに重要です。
　感染した木の葉には下図のような特徴が見られます。ゴマダラカミキリに
よる被害の場合も同様の葉色になることがありますので、カンキツグリーニ
ング病のような症状が見られたら、まずお問い合わせの上、サンプルの持ち
込みをお願いします。
　伐採にご協力頂いた方で、ご希望される方には今年度に限り伐採樹1 本に
つきシークヮーサー苗を1 本差し上げます。
※苗の数に限りがあるため、お早めにお申込みください。

～サンプル持込みへの協力依頼～
カンキツグリーリング病

【感染した葉】

問い合わせ 　商工産業課 ☎８７６－１２３４（内線３１６３）

家出少年および福祉犯被害少年等の
発見保護活動強化月間

実 施 期 間
９月１日(木 ) ～30 日 ( 金 )
目  　　的  
◆家出少年の発見・保護
◆福祉犯被害少年
　（年少者の稼働等）の発見・保護
※発見時には、浦添警察署少年課まで
　ご連絡ください。
○少年問題は悩まず相談を！
○青少年の健全育成には、
　皆さまのご協力が必要です！

☎８７５－０１１０（内線３１３・３１４）

問い合わせ 
浦添警察署少年課

※
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

（25）広報うらそえ　2011年9月1日 2011年9月1日　広報うらそえ（24）

毎月1日は「飲酒運転根絶の日」です。
飲酒運転根絶にご協力ください。

飲酒運転
四ない運動
◆運転するなら酒を飲まない
◆酒を飲んだら運転しない
◆運転する人に酒をすすめない
◆酒を飲んだ人に運転させない


